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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1）経営成績に関する説明 

 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果により一部で持ち直しの
動きがみられるものの、中国や新興国経済の減速懸念により企業収益の改善は足踏み状態が続
きました。 

航空業界では、訪日旅客は過去最高のペースで推移しており、国際線の路線開設・増便が進
み、需要は堅調に推移しています。 

このような状況下における当社業績は、動力事業では、航空需要が堅調に推移しているなか
で電力供給機会が増加したこと、整備事業では、施設設備工事が増加したこと、付帯事業では、
低カリウム野菜の生産・販売数が増加したことや、フードカートの販売数が増加したことによ
り、全セグメントにおいて増収となりました。 

この結果、売上高合計は 57 億 29 百万円と前年同期比４億 12 百万円（7.8％）の増収となり
ました。 

営業費用につきましては、売上の増加により原材料費が増加したものの、電気料金の値下が
り等により、52 億 55 百万円と前年同期比２億 39 百万円（4.8％）の増加に留まりました。 

以上により、営業利益は４億 74 百万円と前年同期比１億 73 百万円（57.5％）の増益、経常
利益は４億 98 百万円と前年同期比２億１百万円（67.8％）の増益、親会社株主に帰属する四
半期純利益は３億 26 百万円と前年同期比１億 47 百万円（82.1％）の増益となりました。 

 

各セグメントの業績は次のとおりです。 

 

① 動力事業 

航空需要の拡大に伴い、電力供給機会および供給率が増加したことにより、売上高は
27 億 46 百万円と前年同期比 56 百万円（2.1％）の増収となりました。 

セグメント利益は、電気料金の値下がり等により、５億 65 百万円と前年同期比１億
24 百万円（28.1％）の増益となりました。 

 

② 整備事業 

主として施設設備の大型別件工事の増加により、売上高は 21 億円と前年同期比１億
35 百万円（6.9％）の増収となりました。 

セグメント利益は、売上の増加により原材料費が増加したものの、３億４百万円と前
年同期比 89 百万円（41.3％）の増益となりました。 

 

③ 付帯事業 

低カリウム野菜の生産・販売数の増加、航空機用電源装置設置工事の受注、病院向け
保冷・加熱フードカート販売の増加、ビジネスジェット支援事業における専用格納庫の
駐機利用拡大や機体クリーニング作業の増加により、売上高は８億 83 百万円と前年同
期比２億 20 百万円（33.3％）の増収となりました。 

セグメント損益は、フードカート販売数が増加したことにより、前年同期比４百万円
損失が減少し、23 百万円の損失に留まりました。 
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（単位：百万円） 

 

売上高 セグメント利益又は損失（△） 

第 51 期 

第 2 四半期 

第 52 期 

第 2 四半期 

前年同期比 

（％） 

第 51 期 

第 2 四半期 

第 52 期 

第 2 四半期 

前年同期比 

（％） 

 

動力事業 2,689 2,746 102.1 441 565 128.1 

整備事業 1,964 2,100 106.9 215 304 141.3 

付帯事業 662 883 133.3 △28 △23 － 

合 計 5,317 5,729 107.8 628 846 134.7 

全社費用*    327 372 113.7 

営業利益    301 474 157.5 

＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 

（2）財政状態に関する説明 

 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比５億 39 百万円（8.7％）減少の
56 億 78 百万円となりました。これは、現金及び預金が１億 98 百万円、受取手形及び営業未
収入金が５億 89 百万円減少し、商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品等の棚卸資産が１
億 92 百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比１億 58 百万円（2.4％）減少の 64 億８百万円となりました。これは、
主に有形固定資産が１億 12 百万円、無形固定資産が 17 百万円、投資その他の資産が 28 百万
円減少したことによります。 

この結果、総資産は前期末比６億 98 百万円（5.5％）減少し、120 億 86 百万円となりまし
た。 

 

（負債） 

流動負債・固定負債は、前期末比８億 67 百万円（15.2％）減少の 48 億 59 百万円となりま
した。これは、営業未払金が 90 百万円、未払法人税等が 66 百万円、未払金が５億 17 百万円、
流動負債・固定負債を合算した長期借入金が１億 77 百万円減少したこと等によります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前期末比１億 69 百万円（2.4％）増加の 72 億 27 百万円となりました。これ
は、親会社株主に帰属する四半期純利益及び剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が１
億 87 百万円増加したこと等によります。 

 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

 

通期業績見通しにつきましては、各事業の業績が想定の範囲内であることから、現時点では
期初の業績予想を変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

  

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上
の取扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用
し、平成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法
から定額法に変更しております。 
なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微で

あります。 

 



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,858,046 2,659,843 

    受取手形及び営業未収入金 2,247,132 1,657,477 

    商品及び製品 87,218 90,067 

    仕掛品 53,300 198,728 

    原材料及び貯蔵品 573,089 616,845 

    前払費用 148,698 232,902 

    繰延税金資産 164,531 159,291 

    その他 86,082 63,090 

    貸倒引当金 △109 △149 

    流動資産合計 6,217,990 5,678,097 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 10,340,384 10,518,027 

        減価償却累計額 △8,087,576 △8,249,423 

        建物及び構築物（純額） 2,252,807 2,268,604 

      機械装置及び運搬具 9,153,808 9,310,579 

        減価償却累計額 △6,912,531 △7,032,191 

        機械装置及び運搬具（純額） 2,241,277 2,278,387 

      土地 110,608 110,608 

      リース資産 220,991 220,991 

        減価償却累計額 △123,996 △140,388 

        リース資産（純額） 96,995 80,603 

      建設仮勘定 473,260 327,880 

      その他 531,614 534,147 

        減価償却累計額 △491,055 △496,898 

        その他（純額） 40,558 37,249 

      有形固定資産合計 5,215,507 5,103,333 

    無形固定資産     

      特許権 81,560 75,618 

      ソフトウエア 59,739 55,529 

      ソフトウエア仮勘定 4,001 - 

      その他 40,007 36,663 

      無形固定資産合計 185,308 167,811 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 222,769 179,678 

      繰延税金資産 575,704 594,176 

      敷金及び保証金 195,981 191,589 

      長期前払費用 47,734 42,103 

      退職給付に係る資産 122,960 128,676 

      その他 1,245 1,245 

      投資その他の資産合計 1,166,396 1,137,470 

    固定資産合計 6,567,212 6,408,614 

  資産合計 12,785,202 12,086,711 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    営業未払金 581,524 491,497 

    短期借入金 49,000 73,500 

    1年内返済予定の長期借入金 355,850 355,850 

    リース債務 33,087 29,775 

    未払法人税等 251,361 184,825 

    未払消費税等 80,488 87,015 

    未払金 529,455 12,416 

    未払費用 493,055 511,611 

    その他 75,175 30,145 

    流動負債合計 2,448,998 1,776,636 

  固定負債     

    長期借入金 1,194,700 1,016,775 

    リース債務 71,663 57,140 

    製品保証引当金 6,060 6,021 

    退職給付に係る負債 1,937,664 1,933,593 

    資産除去債務 67,832 69,258 

    その他 210 - 

    固定負債合計 3,278,130 3,082,788 

  負債合計 5,727,128 4,859,425 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,038,750 2,038,750 

    資本剰余金 114,700 114,700 

    利益剰余金 5,023,642 5,210,849 

    自己株式 △663 △663 

    株主資本合計 7,176,429 7,363,636 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 52,270 22,373 

    退職給付に係る調整累計額 △170,627 △158,723 

    その他の包括利益累計額合計 △118,356 △136,349 

  純資産合計 7,058,073 7,227,286 

負債純資産合計 12,785,202 12,086,711 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 5,317,151 5,729,911 

売上原価 4,540,118 4,761,918 

売上総利益 777,032 967,993 

販売費及び一般管理費 475,970 493,871 

営業利益 301,061 474,121 

営業外収益     

  受取利息 9 0 

  受取配当金 3,914 4,594 

  保険配当金 - 779 

  保険事務手数料 521 489 

  受取補償金 4,051 40,925 

  その他 885 1,039 

  営業外収益合計 9,382 47,828 

営業外費用     

  支払利息 11,751 9,468 

  災害復興支援費用 - 8,577 

  その他 1,256 4,943 

  営業外費用合計 13,008 22,989 

経常利益 297,436 498,959 

特別損失     

  固定資産除却損 49 6,975 

  減損損失 - 10,529 

  特別損失合計 49 17,504 

税金等調整前四半期純利益 297,386 481,455 

法人税、住民税及び事業税 187,436 160,059 

法人税等調整額 △50,926 △5,290 

法人税等合計 136,509 154,768 

四半期純利益 160,876 326,686 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18,515 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 179,392 326,686 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 160,876 326,686 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 11,195 △29,897 

  退職給付に係る調整額 10,583 11,903 

  その他の包括利益合計 21,779 △17,993 

四半期包括利益 182,655 308,693 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 201,171 308,693 

  非支配株主に係る四半期包括利益 △18,515 - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 297,386 481,455 

  減価償却費 413,096 408,444 

  減損損失 - 10,529 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） - 40 

  製品保証引当金の増減額（△は減少） △3,964 △39 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,415 4,169 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 56,826 3,199 

  受取利息及び受取配当金 △3,923 △4,594 

  支払利息 11,751 9,468 

  災害復興支援費用 - 8,577 

  受取補償金 △4,051 △40,925 

  有形固定資産除却損 49 6,975 

  売上債権の増減額（△は増加） 403,342 589,655 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △213,333 △192,033 

  仕入債務の増減額（△は減少） 78,033 △90,765 

  未収消費税等の増減額（△は増加） △11,615 23,947 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △117,267 6,526 

  その他 105,659 △132,527 

  小計 1,009,574 1,092,103 

  利息及び配当金の受取額 3,923 4,594 

  利息の支払額 △12,281 △10,048 

  災害復興支援費用の支払額 - △7,021 

  補償金の受取額 4,051 40,199 

  法人税等の支払額 △147,957 △226,086 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 857,311 893,741 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △227,135 △761,023 

  無形固定資産の取得による支出 △5,437 △1,843 

  有形固定資産の除却による支出 △9 △10,808 

  敷金及び保証金の差入による支出 △14,164 △1,121 

  敷金及び保証金の回収による収入 5,143 5,513 

  その他 △13,175 △11,919 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △254,779 △781,202 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の増減額（△は減少） - 24,500 

  長期借入金の返済による支出 △158,125 △177,925 

  配当金の支払額 △125,545 △139,483 

  リース債務の返済による支出 △29,538 △17,833 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △313,208 △310,742 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 289,323 △198,203 

現金及び現金同等物の期首残高 2,429,935 2,858,046 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,719,258 2,659,843 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 
Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)   
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
          

(単位：千円) 
 

 

 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合  計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
2,689,749 1,964,590 662,811 5,317,151 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― 3,990 3,990 

計 2,689,749 1,964,590 666,801 5,321,141 

セグメント利益又は損失（△） 441,591 215,599 △28,527 628,663 

利  益 金  額 

報告セグメント計 628,663 

全社費用（注） △327,601 

 四半期連結損益計算書の営業利益 301,061 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日) 
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
          

(単位：千円) 
 

 

 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 (単位：千円) 

 
 
 
 
 

 

当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行って

おります。 

当第２四半期連結累計期間において広島空港における事業形態の見直しに伴い、該当資産の

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失 10,529 千円を特別損失に表示しておりま 

す。減損損失の内訳は、構築物 2,007 千円、機械装置 8,522 千円であります。 

なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 
 

 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合  計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
2,746,413 2,100,088 883,409 5,729,911 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― ― ― 

計 2,746,413 2,100,088 883,409 5,729,911 

セグメント利益又は損失（△） 565,598 304,708 △23,657 846,649 

利  益 金  額 

報告セグメント計 846,649 

全社費用（注） △372,528 

 四半期連結損益計算書の営業利益 474,121 

減損損失 

報告セグメント  

合  計 

 動力事業 整備事業 付帯事業 

10,529         －      －       10,529 




